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樽前山 
１ 概況（平成 14 年５月） 

５月２日と 22日に実施した調査観測で、ドーム南西噴気孔群（Ｂ噴気孔群）の最高温度が 
昨年 10月に比べて約 100℃上昇していました。Ａ火口では引き続き高温の状態が継続してい 
ます。今期間、顕著な地震増加などは見られませんでしたが、樽前山では 1996年以降地震活 
動が活発化しており、熱的活動も活発な状態となっていることから、火山活動の推移に注意が 
必要です。 
 
２ 噴煙活動の状況 

４月 27～30日に発生した、高感度カメラで夜間Ｂ噴気孔群付近が明るく見える現象は５月 
１日以降観測されていません。Ｂ噴気孔群の噴煙は４月 27日以前と比べてやや多い状態（高 
さは 50ｍ程度）となっています。その他の火口でも風が弱いときには一時的に高く見えたこ 
ともありましたが勢いはなく、火口上の噴煙高度は、Ａ火口は 100ｍ以下、Ｅ火口では 50ｍ 
以下と平常のレベルで推移しました。 
  
３ 火口・地熱地帯の状況 

  ５月２日および 22日に火口等の状況を把握するため調査観測を実施しました。 
【Ｂ噴気孔群】 
  ２日の観測では、Ｂ噴気孔群の周辺 50ｍ×30ｍの範囲に砂状の噴出物が数 cmの厚さに堆 
積し、一部では溶融した硫黄が流れた形跡が認められました。噴気温度の最高は 270℃で、昨 
年 10月（163℃）に比べて約 100℃上昇していました。 

22日の観測では、その後新たに噴出物が堆積した形跡はありませんでした。数か所の活発 
な噴気孔からは５～10cmの高さに砂を噴き上げて白色の火山ガスが噴出し、周辺には新鮮な 
硫黄が付着していました。噴気温度の最高は 293℃でした。 
Ｂ噴気孔群の最高温度＊は、1994年～2001年まで 100～170℃で推移しており、200℃を越
えたのは 1993年以来のことですが、1983～84年には 300℃以上の時期もありました。 

＊：サーミスタ温度計または熱電対温度計により測定した噴気温度または深さ 50cmの地中温度。 

【Ａ火口】 
  青みを帯びた透明～白色の噴煙が「ゴー」という低い音とともに噴出し、強い刺激臭を伴っ 
ています。噴煙の勢いなどには変化はありません。火口南側 30mの定点から赤外放射温度計 
で測定した火口の温度は、２日が 138℃、22日が 191℃で、昨年 10月（291℃）と比べて約 
100℃低くなっていますが、これは火口壁の北側が一部崩落して土砂が堆積し、噴出口付近が 
見えなくなったことによります。参考として、地形の影響を受けない火口東側から測定した温 
度は 300～400℃と、引き続き高温状態であることを確認しました。 
  その他の火口や地熱地帯では、特に変化はありませんでした。 
 
４ 地震活動の状況 

地震回数は 19日 26回、20日 22回とやや増加しましたが、それ以外は 1日あたり０～８回 
で推移しました。震源は従来と変わらず山頂火口原の浅いところと推定されます。樽前山では、 
1996年以降地震活動は活発な状態が続いており、１日に 20回程度の回数はこれまでの活動 
の範囲内です。 
月別地震・微動回数（Ｃ点） 

平成 13～14 年 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月

地震回数 35 511 372 107 101 56 108 53 65 61 41 99

微動回数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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５ 地殻変動の状況 

ＧＰＳ観測では、火山活動に起因すると考えられる特別な変化はありませんでした。 
 

 
 樽前山基線長グラフ（2000年 11月 14日～ 

2002年５月 31日）                 
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南側から見たＡ火口（5月 2日）     Ｂ噴気孔群西端 293℃の噴気孔（5月 22日） 
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樽前山火山活動経過図（1995年 1月 1日～2002年５月 31日） 
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樽前山火山活動経過図（1967年 1月～2002年５月）↑印は噴火 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


